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研究成果の概要（和文）：ウシやウマ、ヒトを含む哺乳類の腸内細菌叢から窒素固定遺伝子ならびに窒素固定能
を有する細菌を分離し、それらの細菌がCN結合を開裂できるかどうかを検討した。スクリーニング培地を開発
し、また培養とともに、シアン化物の濃度が減少することを確認した。本培地については特許化を検討してい
る。これらの菌株の宿主（哺乳動物）に与える影響を解析するため、無菌マウスを用いた動物実験モデルの開発
を行った。本系では安定的な腸内定着を示し、窒素代謝関連遺伝子について定量PCRを行い、投与細菌によって
その変動が認められることを確認した。

研究成果の概要（英文）：Gastrointestinal bacteria were isolated from the intestinal flora of 
mammals, including cattle, horses, and humans. To investigate the effects of these isolates on 
experimental animals, germ-free mice were administered with isolates. To investigate the effects of 
such isolate on nutritient metabolism of host animals, whether nitrogen metabolism was altered was 
examined. Several bacteria altered it, and we have a plan to investigate the detail of the 
phenomenon.

研究分野：細菌学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
動物には草木や葉等のみを摂食するものや肉食のみのもの存在する。例えば、競合の少ない特殊な植物（例えば
ユーカリ等）を摂食・代謝できるようになった場合、新しいニッチの獲得を可能にするかもしれない。多くの場
合、これらの植物は有害な物質を含んでいるものの、摂食者の遺伝子の変異等によって代謝可能になる場合も考
えられる。一方本申請者は、腸内細菌の働きによって、ある特定の植物を代謝可能にし、それによって食餌選択
にも影響を与える可能性を検討している。本研究によってその全てが証明されているわけではないものの、一つ
のきっかけになるものと考えられ、ニッチ形成への新たな洞察をもたらすものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
動物には草木や葉等のみを摂食するものや肉食のみのもの存在する。例えば、競合の少ない特
殊な植物を摂食・代謝できるようになった場合、新しいニッチの獲得を可能にするかもしれな
い。多くの場合、これらの植物は有害な物質を含んでいるものの、摂食者の遺伝子の変異等に
よって代謝可能になる場合も考えられる。一方本申請者は、腸内細菌の働きによって、ある特
定の植物を代謝可能にし、それによって食餌選択にも影響を与える可能性があるのではないか
と考えている。本研究課題はその可能性を検証しようとするものである。 
 
 
２．研究の目的 
本研究課題はその可能性を検証しようとするものである。すなわち、ある種の腸内細菌が、あ
る種の植物（ないし食餌）が有する有害物質を分解ないし代謝できるのであれば、その腸内細
菌を有する個体は、その有害植物（ないし食餌）を摂食できるようになるのではないかと考え、
この可能性を検討する。申請者は特に、窒素固定細菌の持つ窒素固定酵素の CN結合の開裂能
力に着目した検討を行う。 
 
 
３．研究の方法 
第一に窒素固定細菌の分離と CN結合の開裂能についてスクリーニング法を開発し、細菌株の
樹立を行った。また種々の特定の腸内細菌を接種した無菌マウスにおけるその定着と宿主の栄
養代謝に関する遺伝子発現の変化を見ようとするものである。第一に、菌の定着した動物実験
モデルの構築と、窒素固定酵素遺伝子の発現解析を行うため、定着解析には細菌学的手法の一
つであるコロニーカウント法を用い、また遺伝子発現解析には、qRT-PCR を用いた解析を行
った。 
 
 
４．研究成果 
ウシやウマ、ヒトを含む哺乳類の腸内細菌叢から窒素固定遺伝子ならびに窒素固定能を有する
細菌を分離し、それらの細菌が CN結合を開裂できるかどうかを検討した。スクリーニング培地
を開発し、また培養とともに、シアン化物の濃度が減少することを確認した。本培地について
は特許化を検討している。これらの菌株の宿主（哺乳動物）に与える影響を解析するため、無
菌マウスを用いた動物実験モデルの開発を行った。本系では安定的な腸内定着を示し、窒素代
謝関連遺伝子について定量 PCR を行い、投与細菌によってその変動が認められることを確認し
た。 
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